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上顎洞炎は副鼻腔炎の一つであり，人と馬では歯牙疾
患から継発する歯性上顎洞炎の発生が多い［1-4］．牛
でも歯牙疾患に継発する上顎洞炎の発生はあるが［7］，
副鼻腔炎としては，除角後の感染による急性前頭洞炎が
多い［3-5］．また，Actinomyces bovisの感染による上
顎洞炎の発生も報告されている［6］．今回，慢性歯性上
顎洞炎及びそれに継発する膿瘍形成により，いびき音を
伴う呼吸の異常を呈したホルスタイン種乳牛の 1症例に
遭遇したので，その概要を報告する．

症　　　　　例

症例は 7歳 6カ月齢のホルスタイン種乳牛の雌で，呼
吸がおかしい，分娩予定日が近くなっても乳房が張らな
いとの稟告であった（第 1病日）．初診時，いびき音が
顕著であったため，上部気道の感染症を疑い抗菌薬を投
与したが徴候は改善せず，診断のため第 8病日に帯広畜
産大学へ搬入された．
搬入時，体温38.4℃，心拍数56回 /分，呼吸数20回 /

分であり，呼吸時の気道上部における低音性連続ラッセ
ル音が聴取され，また，呼気は腐敗臭を伴っていた．左
側頬骨部には一部に波動感を有する腫瘤が触知できた
（図 1A）．頭部が動く際の拍水音及び腫瘤部の打診で高
い清音が認められたことから，腫瘤内に液体と空気が貯
留していることが予想された．本牛は安静時にも開口
し，下顎を左側に平行に移動させるような挙動を示した
が（図 1B），肉眼では口腔内に病変は確認できず，眼球

突出もみられなかった．さらに，血液一般検査ではヘマ
トクリット値の低値及びリンパ球数の増多が（表），ま
た，血清生化学検査では，γ-グロブリンの高値による
A/G比の低下が認められた（表）．
内視鏡検査では，左鼻腔の閉塞と右鼻腔の狭窄が認め
られた．頭部 X線検査により，左頬骨付近で骨吸収像，
骨の非薄化，液体貯留（図 2A），及び上顎第 3後臼歯の
歯槽骨の融解が認められた（図 2B）．また，21G注射
針にて腫瘤内部の貯留液回収と細胞診を試みたが，液体
は回収できなかった．その後，無治療にて経過を観察し
たが，一般状態は改善されなかった．
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要　　　　　約

7 歳 6 カ月齢のホルスタイン種乳牛が顕著ないびき音を呈し，さらに左側頬骨部の一部で波動感を有する腫瘤が触知
された．頭部 X線検査により上顎洞内への液体貯留と上顎第 3後臼歯の歯槽骨の融解が認められ，歯性上顎洞炎に継
発する大型膿瘍であることが推察された．病理解剖により病変は上顎洞内膿瘍であることが明らかとなった．牛におけ
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図 1　症例の外観
A　左頬部の波動感を有する腫瘤（矢印）．
B　開口し下顎を左側に平行に移動させる挙動．
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結合組織性の被膜の存在を認めた．腫瘤は 17×13×
13cm大の囊胞状で，内部に硫黄臭を有する乳白色水様
性の膿汁 350mlを貯留した膿瘍であった（図 4）．膿瘍
は左側上顎洞内に存在していた．また，膿瘍により鼻中
隔が右方へ圧排され（図 5），さらに，左側上顎第 3後
臼歯の歯槽骨の融解も確認された．
上顎洞膿瘍内の膿汁からは Streptococcus属細菌が検
出された．

考　　　　　察

本症例は，臨床症状としていびき音が顕著であったこ
とから，当初，上部気道の狭窄を推察し，さらに左頬骨
部に空洞を伴う腫瘤を触知したため，副鼻腔炎，蓄膿症，
放線菌症及び腫瘍を疑った［3-5］．肉芽腫形成がみら
れなかったため，放線菌症の可能性は低いものと思われ

病　理　所　見

症例は第 24 病日にキシラジン（スキルペン 2％注射
液，㈱インターベット，茨城），チアミラールナトリウ
ム（イソゾール，日医工㈱，富山）による深麻酔下での
飽和塩化カリウム溶液急速静脈内投与により安楽死を
行った．なお，動物の安楽殺は「国立大学法人帯広畜産
大学動物実験等に関する規程」に従って実施された．
安楽殺後に頭部 CT検査を実施したところ，3D画像

では左頬骨の非薄化及び消失が認められた（図 3A）．ま
た，横断像では左側上顎洞内に液体を貯留した 15×13
×12cm大の腫瘤，左側上顎第 3後臼歯の腫瘤内への突
出，及び腫瘤による鼻中隔の右方への変位を確認した
（図 3B）．
病理解剖において，左頬骨部の腫瘤を表皮側から切開
したところ，筋層下に非薄化した骨と，さらにその下に

図 4　左頬部の切開部位
内部には硫黄臭のする乳白色水様性の膿汁が350ml
貯留．

図 2　頭部 X線検査画像
A 　側面像：左頬骨付近の骨吸収像，骨の非薄化，及び
液体貯留（矢印）．

B 　斜方向像：上顎第 3後臼歯の歯槽骨の骨融解像（点
線内）．矢印は膿瘍の境界．

図 3　頭部 CT検査画像
A 　3D画像：左頬骨の非薄化及び消失．
B 　横断像：15×13×12cm大に拡大した左側上顎洞内
への液体貯留，鼻中隔の右方への変位，及び左側第 3
後臼歯の膿瘍内への突出（矢頭）．

RBC（×106/µl） 5.80
Hb（g/dl）  10.0
Ht（％）  28.3
MCV（fl）  48.8
MCHC（g/dl）  35.3
血小板数 
（×104/µl）  38.1

WBC（/µl） 10,600
Sta（/µl） 148
Seg（/µl）  1,123
L ym（/µl）  9,200
Mon（/µl） 0
Eos（/µl） 127
AST（U/l） 114
ALP（U/l）  80

LDH（U/l） 908
CPK（U/l）  65
総コレステロール
（mg/dl）  94

遊離脂肪酸
（µEq/l） 490

TP（g/dl） 8.3
Albumin（g/dl） 3.0
α-globulin 
（g/dl） 1.1

β-globulin 
（g/dl） 0.7

γ-globulin 
（g/dl） 3.5

A/G 0.57

表　血液一般及び血清生化学検査所見（第 23 病日）

項　目 検査値 項　目 検査値
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とは困難であった．しかし，生前の頭部X線検査により，
上顎洞内液体貯留と第 3後臼歯の歯槽骨の骨融解が認め
られ，牛における頭部 X線検査が歯性上顎洞炎の診断
に有用であったことが示唆された．また，頭部 CT検査
では，膿瘍の位置と構造の正確な把握が可能であった．
本症例では膿汁から Streptococcus属菌が分離された
ことから，本菌の歯根部感染に由来して上顎洞内膿瘍が
形成され，この膿瘍が腫大して左鼻腔を閉塞，さらに鼻
中隔を右方へ圧排し右鼻腔を狭窄したことで呼吸の異
常を呈したと考えられた．なお，牛の副鼻腔炎の原因菌
としては，一般的に Trueperella pyogenes，Pasturella 

multocida，Escherichia coli，その他のグラム陰性菌が
よく知られている［3, 5］．
牛の慢性副鼻腔炎の治療は円鋸術または穿刺術により
排膿を促すこととされているが［3, 5］，顔の非対称，
眼球突出や神経症状を伴う場合には予後不良といわれて
いる［3-5］．本症では眼球突出や神経症状はみられな
かったものの，非常に大型の膿瘍であり，骨の変形と鼻
中隔の右方への変位がみられたため，予後は不良であっ
たと思われた．
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た［6］．血液一般及び血清生化学検査でのリンパ球増多
及びγ-グロブリンの高値から，慢性炎症の存在が示唆
され，また，頭部 X線検査では左頬骨付近への液体貯
留が認められたことから，細菌感染による副鼻腔炎，中
でも上顎洞の膿瘍を疑った．
病理解剖の結果，本症例の腫瘤は上顎洞内膿瘍である
と診断された．上顎洞は副鼻腔の一つであり，臼歯歯槽
の上部に位置し上顎の大部分を占め，鼻上顎洞口で鼻腔
と交通する［1, 3］．このため，上顎洞炎は歯根部への
細菌感染で生じることがあり，特に人と馬では，歯牙疾
患に継発する上顎洞炎，すなわち歯性上顎洞炎が多発す
る［1-3］．一方，牛の副鼻腔炎では，除角に由来する
前頭洞炎が多く［3-5］，歯性上顎洞炎については詳細
な報告がみあたらない．本症例では，前頭洞炎は認めら
れなかったこと，さらに左側上顎第 3後臼歯が膿瘍内に
突出して歯根周囲骨の融解が確認できたことから，上顎
洞炎及び上顎洞内膿瘍の原疾患として，歯牙疾患の関与
が考えられた．本症例の症状の一つに，開口時の下顎の
動かし方の異常が記録されており，歯牙疾患の存在と関
係していることが考えられた．ただし，臨床検査では第
3後臼歯歯根部の検査は困難であり，生前に異常を確認
することはできなかった．
左頬部の視診，触診及び打診では，液体貯留と空洞を
伴った大型腫瘤の存在を疑ったが，腫瘤の性状や大き
さ，正確な存在部位，周囲組織との関連性を判断するこ

図 5　膿瘍部の横切断写真
鼻中隔（矢印）が膿瘍により圧迫・変形．R：右，

L：左．
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A Clinical Case of Maxillar y Sinus Abscess in a Holstein Cow
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SUMMARY

Pronounced rhonchi were obser ved in a 7.5-year-old Holstein cow.  A large mass with fluctuations was also 
noted in the buccal region by palpation.  An X-ray examination of the head revealed liquid retention in the 
maxillar y sinus and osteolysis around the root of the upper third molar.  These findings suggested that the 
mass might be a secondar y abscess followed by odontogenic maxillar y sinusitis.  A necropsy revealed that the 
mass was a maxillar y sinus abscess.  The X-ray examination of the head was useful for the diagnosis of 
maxillar y sinus abscess.─ Key words : Holstein, maxillar y sinus abscess, odontogenic maxillar y sinusitis.
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